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I T の力を食品業の力に

Vol.26

食品ITマガジンとは？
食品ITマガジンは内田洋行が発行

する食品業界のIT導入事例や、食に

関するお役立ち情報、最新の業界動

向などを紹介する情報誌です。

今後も各分野で活躍する皆様にご

協力いただきながら、様々な情報を

発信して参ります。

Vol.26は、「生成AIで変わる企業戦

略 明日から使える実践ノウハウ」とし

て、日本マイクロソフト株式会社 西脇 

資哲 氏より解説いただきます。

Vol.26I T の力を食品業の力に

生
成
A
I
で
変
わ
る

企
業
戦
略

導入事例

表紙画像は生成AIで
作成しております

特集

明
日
か
ら
使
え
る

実
践
ノ
ウ
ハ
ウ

守山乳業株式会社 様

スーパーカクテルと
豊富なサブシステムで手入力を削減
人の働き方は「作業」から「判断」の時代へ

横山食品株式会社 様

生産管理・販売管理システムをスパカクに統一
手作業によるミスやトラブルがなくなり、
営業効率化も進んだ

働き方の再定義 ～なりたい自分になるためのヒント～
第2回 生成AI、どう使えばいいの問題

株式会社圓窓 代表取締役
澤 円 氏

P.12～13連載コラム

スーパーカクテルと豊富なサブシステムで手入力を削減
人の働き方は「作業」から「判断」の時代へ

守山乳業株式会社 様

生産管理・販売管理システムをスパカクに統一
手作業によるミスやトラブルがなくなり、営業効率化も進んだ

横山食品株式会社 様

P.8～11導入事例

Contents

P.4～7特集

生成AIで変わる企業戦略
明日から使える実践ノウハウ

日本マイクロソフト株式会社
西脇 資哲 氏

P.14イベントガイド

食品ITフェア2026
ITの力を食品業の力に

開
催
日
2026 4

14［ Tue ］ ［Thu］
4
30～

03_vol26_contents.indd   3 2026/01/05   15:32



食品 IT マガジンVol.264

1｜プロンプトを勉強する必要がなくなった
生成AIのChatGPTが2022年11月に一般公開されてから約3年

がたちました。私は、その前の2021年に生成AIを説明する講演を

したことがあるのですが、そのときの会場はガラガラでした。世間

のほとんどの人は生成AIに関心をもっていなかったのです。しか

し、2022年12月以降、生成AIの講演をするといつも満席です。

ChatGPTの影響の大きさを実感しないではいられません。ちなみ

にMicrosoftは2023年に生成AI「Copilot」の提供を開始しまし

た。

　2025年９月、内閣府の人工知能戦略本部で配られた資料（内

閣府「人工知能基本計画の骨子（たたき台）の概要について」）に

は次のように書かれていました。

　「『AIを使わない』ことが最大のリスクであり、日本のAI投資・利

活用の推進は急務」

　もはや、生成AIを使うのが当たり前の時代になりつつあるとい

うことです。

　生成AIを使うには、まず生成AIに問いかける必要があります。

IT業界の人たちはこの作業を「プロンプトを書く」などと言いま

す。しかし、このやり方は今や過去のものになりつつあります。

2025年10月、MicrosoftはWordやExcel、PowerPointなどのアプ

リにAIエージェントの機能「エージェントモード」を組み込むこと

を発表しました。このAIエージェントに話しかけると、AIが自らア

プリを操作してくれるのです。MicrosoftだけでなくGoogleや

OpenAIも同様の新機能を発表しています。

　かつては「プロンプトを上手に書けるように勉強しましょう」な

どと言われていましたが、AIエージェントの登場でそのようなハー

ドルがなくなったのです。事実、生成AIを開発している企業、い

わゆるビッグテックは「プロンプト」という言葉の代わりに「メッ

セージ」という言い方をするようになっています。

　生成AIについても、今ますます使いやすいものになっていま

す。仲間と会話するように、AIにメッセージを伝えれば使いこなす

ことができます。そして、より簡単にAIがもつ多くの優れた能力を

手に入れられるようになったのです。

特 集

生成AIで変わる企業戦略

明日から使える
実践ノウハウ
生成AIは、大企業だけでなく中小企業にとっても強力
な武器になります。本講演では、限られたリソースで
も成果を出すためのAI活用法、業務効率化の具体
例、そしてIT担当者が今押さえておくべきポイントを
わかりやすく解説します。
また、企業情報システムに蓄積されたデータを生成
AIでどう活用し、経営判断や業務改善にどうつなげ
るか「AIで賢く使う企業情報システム」の未来像を紹
介します。

マイクロソフトの業務執行役員であり、多
くの最新テクノロジーを伝え広めるエバン
ジェリスト。他にコミュニケーションやデモ
ンストレーションといった分野での講演や
執筆活動も行い、様々な分野でプレゼン
テーション講座を幅広く手がける。
著書に「エバンジェリストの仕事術」、「プ
レゼンは “目線” で決まる」などがある。

日本マイクロソフト株式会社

西脇 資哲 氏

 講演者

本稿は2025年10月に開催されたイベント講演を元に構成しています。
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2｜「AI」という名のゲタを履く
　では、生成AIが使いやすくなっている現代において、企業は経

営方針として何を考えればいいのでしょうか。ここが今回のセッ

ションで一番伝えたいところです。先に「答え」を示すと、次の絵

のようになります。

　

従業員の全員に「AI」という名のゲタを履かせるのです。生成AI

の飛び抜けた能力をもった人間を採用するのはとても大変です。

高給を払う必要があり、まず無理です。そもそも、そんな人材が

いるかどうかもわかりません。それより、今いる従業員にその能力

を与えればいいのです。なぜなら、その従業員は会社の歴史を

知っていて、事業の目的を理解していて、仕事のノウハウも知っ

ていて、すでにさまざまな経験をしていて、お客さんのことも詳し

く知っているからです。そんな従業員たちがAIを使いこなせば、生

産性は格段に向上するはずです。

　逆に、従業員が生成AIを使いこなせないと、ゲタを履くことが

できません。すると、競争力を失っていくことになるでしょう。経

営上、このような状況を生じさせてはなりません。だから、国もAI

を使わないことが最大のリスクになると言っているのです。

3｜生成AIに指示する人間の能力が問われる
　今、さまざまな生成AIのモデルが登場しています。よく「どの生

成AIから使い始めればいいのですか」と聞かれますが、正直に言

えば、どれを選んでもいいと思っています。なぜなら、主な生成AI

についてはビッグテックが膨大な投資を重ねて性能競争を展開し

ているからです。この熾烈（しれつ）な競争から生まれる恩恵を全

面的に受けたほうがいいと私は思うのです。

　大事なのは、使い始めることです。

　そして、もう一つ明確に言えるのは、生成AIの選び方では生産

性に差がつかないということです。では、何で差がつくのか。それ

は、生成AIに指示する人間の能力です。生成AIに上手に指示をで

きる人こそが、その優れた能力を手に入れることができるのです。

　Microsoftの生成AI「Copilot」について少し話したいと思いま

す。まず伝えたいことはとてもシンプルで、Copilotはビジネスで一

般的に使われるアプリのWordやExcel、PowerPoint、Teamsに組

み込まれていて、連携しているという点です。

　アプリと生成AIが連携していると、どんなメリットがあるのか。

具体的に比較してみましょう。

　例えば、オープンAIのChatGPTに「主な夏の野菜を表形式にし

てください。野菜の名前、主な生産地、食べたくなるようなキャッ

チコピーを入れてください」と指示します。すると、ChatGPTは瞬

く間に欲しい情報をきれいな表で示してくれます。

　では、この回答を仕事で使いたいとき、私たちはどうするでしょ

うか。例えば、Wordにコピーすると、形が崩れてしまってガタガタ

になります。すると、私たちは整った形にしようと、地味な修正を

始めます。とても生産性の低い作業です。

　もし、最初からWordに組み込まれたCopilotに指示したら、ど

うなるでしょうか。同じ指示をダイレクトにすると、Wordのページ

上にきれいな表が現れます。情報の内容は、基本的にChatGPT

が作ったものと同じです。しかし、形を整えるような作業は必要あ

りません。どちらが仕事として生産性が高いでしょうか。

　アプリと連携している生成AIなら、話しかけるだけで生産性の

高い仕事ができるようになるのです。いかに生成AIを使いこなす

か。そういう時代になったということです。

4｜生成AIと会話しながら一緒に仕事をする
　繰り返しますが、重要なのは生成AIに指示する人間の能力です。

具体的に言えば、物事を細分化して説明できるような言語能力を高

くもつ人が、AIを使いこなすことができます。

　実は、これと同じことを経済産業省も示しています。経済産業省

は、生成AI時代のスキルの考え方として三つの力を示しました。

　生成AIに指示するという能力は、問いを立てて、仮説を立てて

検証し、評価し選択する力です。

　ここで皆さんにお伝えしたいノウハウの一つは、生成AIへの指

示を1回で済ませようとしてはいけないということです。IT業界では

「チェーンプロンプト」と呼ばれるやり方です。

04-07_vol26_特集.indd   5 2025/12/15   15:30



食品 IT マガジンVol.266

　例えば、主要な国々の金利が一覧できる表を、出典を示して作

りたいとしましょう。おそらく、多くの人は1回のプロンプトで作り

上げるのが難しいでしょう。しかし、無理に1回で完結させる必要

はないのです。むしろ、この表を作り上げるにはどのような工程

が必要で、AIにどのように指示を重ねていけば完成できるのかを

考える。そうしたほうが、たいてい早く表を作ることができます。

　ゴールがどこにあるかを知っていて、そのゴールに向かって必

要なことを細分化し、その細分化した流れを言語化できる能力

が、生成AIを使いこなす上でとても重要になってきているのです。

もっと言うと、このやり方は仕事の進め方の基本です。その基本

を生成AIに対しても使えばいいのです。

5｜短時間で高品質のレポートを作成する方法
　今日から、生成AIと会話しながら仕事をしましょう。

　今の私はいつも音声入力を使って生成AIと会話しながら仕事

をしています。もし、私から音声入力と生成AIを取り上げたら、

生産性はガタ落ちするでしょう。例えば、Wordで仕事をするとき

は、ホームタブに音声入力（ディクテーション）のボタンを押して

テキストを入力し、連携するCopilotを使って質の高い書類に仕上

げていきます。一つ作成してみましょう。

①Wordの音声入力でテキスト作成
仲間に話しかけるように、例えば「2025年はほんとに暑かったで

すね。とにかく、まだ夏が終わってるわけじゃないんですけど、め

ちゃくちゃ暑いですよね。で、結果ですね、えー、最高気温だっ

け。国内最高気温か。これはね、記録を更新したんですね。兵庫

県の丹波市ですね、丹波市、丹波市というところでですね、最高

気温が41.2度ですよ。めちゃくちゃ高いですね。で、その41.2度を

記録した……」と入力する。

②Wordと連携するCopilotに修正を指示
Wordのホームタブの中にある「Copilot」のボタンを押して、「てい

ねいで間違いのない正確な文章として作り直してください」と指

示。一瞬で、誤字が修正されて、読みやすい文章に修正される。

③文章の質を上げる指示を出す
Copilotに「この全ての文章をさらに新聞記事となるようなていね

いな文章に作り替えてください」と指示。すぐに、新聞記事のお

手本のような文章が作成される。その文章の中には、元の文章に

はなかった言葉も含まれる。また、タイトルや見出しも付けられ

る。指示者の能力だけでは生み出せない文章が作り出される。

④Copilotに新たな情報を付加させる
Copilotに「世界の最高気温の話題も入れて、いくつかのサンプル

を表形式にして付け加えてください」と指示。すると、元の文章

の文体に合わせて新たな文章が付け加えられ、表も自動的に添

えられる。

　こうして四つの指示を段階的に出すと、質の高いレポートを短

時間で作成することができます。今までなら、自分の手で誤字を

直し、余計な言葉を削除して、文章を整えて、タイトルや見出し

を付け、インターネットで調べ、データを集めて表を作っていまし

たが、今の私は生成AIに指示をするだけです。ただし、最初の原

文や原案は私が作ったものです。だから、これは私のオリジナル

コンテンツとなります。

　生成AIと一緒に仕事をすれば、自分の頭の中にある知識やノウ

ハウを上回るアウトプットをより速くできるようになります。これが

「AIと会話しながら一緒に仕事をする」ということです。生成AI

は、自分の隣にいて、自分より頭が良くて、話しかければ何でも

やってくれる仲間なのです。使いこなせばケタ違いの生産性を手

に得ることができます。

6｜スライド資料を生成AIと一緒に作成する方法
　PowerPointのCopilotを使えば、プレゼンテーション用のスライ

ドを短時間で作り上げることもできます。

①PowerPointのCopilotに指示を具体的に出す
例えば、「化粧品の原材料の種類を紹介するプレゼンテーション

資料を作成してください。対象は中高生です」と指示すると、

Copilotはまず構成案を提示。

②提案された構成案に対して指示を入れる
例えば、Copilotが構成案として「基礎知識→原材料→細分化」

などと示したら、これに対して「細分化のスライドを最初にして、

化粧品を使うメリットや楽しさも追加してください」と指示する

と、構成案を修正してくれる。

③資料を作成するように指示
修正された構成案に問題なければ、Copilotに「プレゼンテーショ
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ン資料を作成してください」と指示。すると、自動でタイトルや図

を含めて作り上げられる。

　もし、全て自分で作ることにしていたら、まだ構成案を考えて

いるところでしょう。しかも、その構成案は、自分の能力の範囲内

でしか作ることができません。AIのCopilotと一緒に作れば、自分

だけでは作り出せなかった資料を生み出せます。

7｜英語の資料を瞬間的に読み解く方法
　もう一つ、生成AIを使うノウハウをご紹介しましょう。

　例えば、英語で書かれたPowerPointの資料を読む必要がある

とします。このような場合、皆さんならどうするでしょうか。生成AI

を使って翻訳するかもしれません。PowerPointに組み込まれた

Copilotに指示すれば、短時間で英語から日本語にしてくれるで

しょう。

　しかし、日本語に翻訳されても、そのプレゼンテーション資料

を読むのに多くの時間がかかるかもしれません。私であれば、翻

訳せずに、次のように生成AIを活用します。

①PowerPointのCopilotに「この資料を簡単に説明して」と指示
英語の資料でも日本語で指示をすれば、日本語で資料の要約を

提示してくれる。また、音声入力で話しかければ、音声で応答し

てくれる。

②さらにCopilotに「2枚目のスライドを詳しく説明して」と指示
最初の回答を得て、さらに知りたいところがあれば、追加で質

問。すると、関連部分についての詳しい説明をしてくれる。

③Copilotに「図の中にある『50%』はどんな意味？」と質問
資料の中で気になるところがあれば、生成AIにピンポイントで質

問すると、その部分に関する内容だけを説明してくれる。

④Copilotに「最後の8枚目のスライドを説明して」と指示
資料の最後には結論やまとめが書かれていることが多いので、生

成AIにここに書かれていることを要約させる。

　今、生成AIとは、ここまで自然に会話ができて、一緒に仕事を

進められるのです。

8｜AIエージェントには無限のユースケースがある
　Microsoftは2025年9月にWordやExcel、PowerPointなどのア

プリに「エージェントモード」を搭載しました。このエージェント

モードの機能を使うと、これまでの生成AIのように情報を教えた

りまとめたりするだけではなく、自らアプリそのものを操作できる

ようになります。

　例えば、Excelのシート上に自社商品の売り上げデータが並ん

でいるとします。このデータからKPIを設定したいと思ったとき、

Excelに搭載されたAIエージェントに「主なKPIを考えて、そのKPI

による集計表を提示してください」と指示します。すると、私に対

して「このデータであればこのKPIを設定すべきです」などと回答

すると同時に、AIエージェントがシート上で列を追加し、新たな表

を作ってくれます。まるで仲間と会話をしながら仕事を進めるよう

な感覚です。

　また、Microsoftは、さまざまなAIエージェントを選んで入手でき

るエージェントストアもオープンしました。なぜこのような取り組み

をするのか。それは、世界中でこれから13億のAIエージェントが生

まれると考えられるからです。

　AIエージェントには無限のユースケースがあると考えられてい

ます。

　皆さんの会社にマッチしたAIエージェントも必ず現れます。例

えば、金融関係の会社向けに債権管理に特化したAIエージェント

が作り出されるでしょう。あるいは、製造業の会社向けに、製造

工程の管理に最適化したAIエージェントが開発されると思いま

す。そして、このAIエージェントに指示をするときも、連携した

Copilotが入り口となります。

　Microsoftは、ソフトウェアカンパニーであり、同時にAIエージェ

ントカンパニーでもあるのです。

　間もなく、社会の中でAIエージェントが広がり始めます。皆さん

にはその感覚をもってAIに向き合っていただきたいと思っていま

す。間違いなく、仕事のやり方が自ずと変わっていくでしょう。逆

に言うと、そのような変化をしないと、経営的なリスクが高まると

いうことです。ぜひ、会社にいる全員がAIを使えるようにしてくだ

さい。AIの活用はIT戦略にとどまらず、人材戦略、さらには経営

戦略なのです。

04-07_vol26_特集.indd   7 2025/12/15   15:30
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守山乳業様は、創業107年、乳を主原
料とする食品メーカーです。常温保存が
でき、賞味期限が長い商品を数多く展開
されています。製品の開発力・提案力と高
い滅菌技術を基盤に、多種製品を展開、
業務用ソフトクリームをはじめ、市販飲
料まで多種製品を展開しています。確か
な品質、新たな価値を創出し続ける乳業
メーカーのパイオニアです。

守山乳業様は、新基幹システムにスー
パーカクテルCore FOODsを採用し、
2023年11月に稼働に至りました。

導入経緯やプロジェクトの進め方や導
入効果について、代表取締役社長 大塚 
社長、取締役 管理部 兼DX推進部 部長 
山口様、管理部DX推進部 課長 吉富様に
お話をお聞きしました。

検討の経緯
大塚社長：食品メーカーの弊社において
も原材料高騰、人員不足、業務量増加は
大きな課題となっています。老舗企業と
して継続する弊社の強みを支えるのは、
なんといっても意欲的な社員たちです。
コロナ禍を経て、社会働き方も変化しま
した。あるべき働き方について改めて考
える必要性も感じていました。新システム
導入を契機に、ベテランから若い世代の
社員まで効率的で働きやすい環境構築を
推進したい、という思いがありました。
山口様：旧基幹システムの利用期間が10

年を超え、そろそろ新システムの検討か
な、というタイミングでした。現在の業務、
そしてこれからの業務を見据えた新シス
テムを、という狙いもありました。
吉富様：旧基幹システムはWebブラウザ
であるInternetExplorer上で動作する
仕組みであり、そのサポート終了が迫っ
ている状況がありました。またデータ連
携機能の乏しさにも課題を感じていまし
た。伝票やマスタの手入力を極力排除し
たい、手間やミスを減らしたい、という思
いがありました。

プロジェクトチーム発足
吉富様：2021年2月、新システム検討の
ため各部署から代表者1名を選任し、18
名からなる「システム更改プロジェクト」
を発足しました。全社で取り組むミッショ
ンとして社内周知すると共に、各部署の
取りまとめや情報伝達など、代表者を通
して円滑に進める体制としました。そし
てまず実施したのが全社アンケートです。

「今のシステムの不満、出来て欲しいこ
と」、「これから先の業務で実現したいこ
と」の2点に絞り、新システム像を検討し
ました。同年の夏にRFP(提案依頼書)を
作成し、11月に4社からのプレゼンテー
ション実施となりました。

採点方式によるベンダー選定
吉富様：ベンダー選定方法は、プロジェク

トメンバーによる採点方式としました。
事前に採点項目・選考基準を設定し、弊
社の重要課題に対しては大きな加点とす
る、各課題に該当する部署のメンバーは
加点率を上げる、といった採点表の準備
をしました。課題解決ができるか、構築体
制はどうか、など総合的な判断が出来た
と思います。
山口様：導入コストに見合うだけの効果
をきちんと提案してくれるか、効果がしっ
かり見込めるか、も重視しました。また過
去の経験から、ベンダー担当者に変更が
あると、色々な相談がスムーズに進まな
い、不具合やトラブルが発生する、という
場面が多かったため、導入後も安心でき
る体制か、も重要視しました。RFPの細か
い要望に対し、豊富なサブシステムも含
めてまとめ上げ、とても丁寧に真摯にご
提案いただきました。信頼できる会社さ
んを選定できたと思います。

守山乳業株式会社 様

スーパーカクテルと
豊富なサブシステムで手入力を削減
人の働き方は「作業」から「判断」の時代へ

会社名	 守山乳業株式会社
本社	 神奈川県平塚市宮の前10-33
工場	 神奈川県南足柄市塚原367-2
設立	 大正7年1月9日
事業内容	 �乳製品製造販売、清涼飲料水等製造販売、	

菓子製造業、密封包装食品製造業、乳処理業
従業員数	 �264名（男性200名・女性64名）	

（2025年3月現在）
URL	 https://www.fujimilk.co.jp

お客様概要導入のメリット

■ �手入力からExcel ファイル取り込みへ、 
時間もミスも削減

■ �残業時間短縮で繁忙期でも問題なく業務をこなせた
■ �人が「作業」から「判断」にフォーカスできるようになった

スーパーカクテルCore FOODs販売
スーパーカクテルCore FOODs生産
スーパーカクテルCore 会計
AirRepo

導入システム

本社、神奈川工場外観

※本事例の内容は、2025年2月現在のものです。

（左）管理部DX推進部 課長 吉富 様
（中央）取締役 管理部 兼DX推進部 部長 山口 様
（右）代表取締役社長 大塚社長
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導入から稼働まで
吉富様：2022年1月から内田洋行さんの
プロジェクトマネージャー主導のもと、
導入フェーズがスタートしました。最初
に全体像や各システムの機能、目的を改
めて説明いただき、具体的な業務イメー
ジが再確認できました。稼働までのロー
ドマップ、直近2～3ヶ月のスケジュール
提示など、とてもスムーズにプロジェク
トを進めていただきました。コロナの影
響が残る時期でしたが、常に弊社に来
社いただきありがたかったです。また、
Teams(Microsoft)を利用したプロジェ
クト推進方法も、新鮮で効果的でした。
最新の課題表(Excel)を管理でき、メー
セージ送信・回答などを速やかに共有で
きました。現在もプロジェクトメンバーで
継続利用しています。
山口様：弊社からの細かい希望に対して、
とても的確に、レスポンスよく回答をいた
だけました。弊社独自の業務も理解いた
だき、多くの食品メーカーでの経験を積
まれているのだな、と安心しながら進め
ることができました。

導入効果
吉富様：スーパーカクテル導入により、入

力業務を中心に効果が出ています。伝票
やマスタなどをExcelファイルで取り込め
るようになりました。日々の業務の中で、
顧客から決まったパターンでご注文いた
だく場面が多くあります。今までは手入
力で対応していましたが、Excelファイル
取り込みの実現により、時間もミスも削
減できました。具体的には、受注から請
求までを担当する管理部で、約6,700分
/月、購買部では約4,300分/月、という削
減効果が出ています。ロット管理など、基
幹システムで実施する業務自体は増えた
のですが、とても喜ばしい結果です。
山口様：関係部署の全社員に換算する
と、だいたい30分/日の削減でしょうか。
とにかく残業が減りました。月末月初や
繁忙期でも問題なく業務をこなせていま
す。日々の業務でも、午前の受注が多くて
お昼休みが取れない、という場面がなく
なりました。
大塚社長：年々、人員確保の難しさを感
じていました。新システムの稼働により、
社員の業務効率や働きやすさが改善さ
れ、且つ社員を増やすことなく対応する
ことができました。また、システムをうま
く活用すれば作業性が上がる、という認
識が社内に浸透したことも効果と考えて
います。さらに、人は「作業」から「判断」

にフォーカスしていく、という場面も増え
ています。例えば、販売計画を入力(半自
動)すれば、製造計画が算出できるように
なりました。人は、製造計画の妥当性を
判断すればよい、といった具合です。今
後、ますます進むDX社会に対応した「働
きがい」改革に繋げたいと思っています。

今後の課題と展望
大塚社長：スーパーカクテルが稼働して
1年と少し経ちますが、まだまだシステム
を「使い慣れる」というフェーズで、早期に
「使いこなす」フェーズに引き上げる必
要があります。またAIの業務活用など、
新たな取り組みも社内で進めています。
引き続き情報提供と手厚いサポートをお
願いします。システムを導入して終わり
ではなく、まだまだこれからがスタートで
す、という気持ちでサポートいただけると
嬉しいです。

システム概要

08-09_vol26_事例01.indd   9 2025/11/13   16:50
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会社名 横山食品株式会社
事業内容 パン粉、かんすいなどの食品・食品添加物

の製造販売、業務用食材等の販
代表者 横山 隆久 様
資本金 4,700万円
所在地 札幌市白石区平和通14丁目北4番1号

480-17
URL https://usagijirusi.jp/

お客様概要導入のメリット

■営業部が販売データを直接分析できるようになり、
効率化が進行

■ 管理部の手作業がなくなり、残業時間が大幅に減少
■ バージョンアップによる機能追加で、
単価登録漏れなどのミスを抑制

スーパーカクテルCore FOODs

導入システム

横山食品株式会社 様

半世紀以上の歴史を持つ横山食品
株式会社様。主力はパン粉の製造・
販売で、創業以来「うさぎ印」をトレー
ドマークに、家庭用・業務用に多彩な
ニーズに応える良質な商品を展開し
てきました。
2016年には、加工しやすいフレー
ク状の新規素材「デニッシュクラム」
をリリース。茶葉発酵茶を乾燥させて
つくる紅茶ポリフェノール「テアフラ
ビン」パウダーの開発など、産学官連
携による取り組みも進めています。
同社では、2010年から生産管理の
ために内田洋行ITソリューションズ
（以下ITS）の統合システム「スーパー
カクテル（スパカク）」を導入。サーバ
更新などをきっかけに、2013年からは
販売管理にも活用しています。

　導入の背景
アナログ業務による残業やミス、
廃棄ロスが発生
生産管理で導入していた
スパカクを、販売管理にも活用
横山食品株式会社様は2011年ごろ
から、生産管理業務の効率化のために
スーパーカクテルを導入。一方、販売
部門においては別の販売管理システ
ムを使用していました。同社の本社管
理部　次長　辻 憲仁氏はこう振り返
ります。
「前のシステムを使っていたころは、

まだアナログの業務が残っていまし
た。営業部がシステムにアクセスでき
ないので、月次決算の際には私たち管
理部が、月末に売上などのデータを出
力。紙の資料としてまとめたものを営
業部が見て、月初の会議用の資料をつ
くる流れでした。経理部門では会計シ
ステムとの連携ができず、銀行の入出
金などは手動で入力処理をする必要
がありました。月末は数百件もの入力
を行わなければならず、時間を費やし
ておりました。
在庫の管理も以前は目視で確認し
ていたため、運送会社さんに間違った
商品を渡すミスが発生していました。
正しい商品に交換するのに手間がか
かりますし、一度戻ってきた商品はも
う出荷できないので、廃棄しなければ
なりません。また、販売管理システムの
データを、生産管理で使っていたスー
パーカクテルとうまく連携できない面
も課題でした」
そこで同社は2013年、サーバー入
れ替えのタイミングで、新しい販売管
理システム導入を検討。他社のシステ
ムはメーカーとベンダーが別で、各社
のシステムを検討した結果、スーパー
カクテルを採用することにしました。
「生産部門から『なかなか使い勝手
が良いシステムだ』という声が上がっ
ていて、価格面でも優れていたので、
販売管理もスーパーカクテルで統一

することになり、ITSなら販売からメン
テナンスまで一気通貫で対応してくれ
るメリットも感じていました。」（管理部 
次長 辻憲仁氏）
「導入時には移行のしやすさを考
えて、今までのシステムと変わらない
使用感になるようなカスタマイズを
ITSに要望しました。そのあたりはか
なり忠実に開発してもらえたので、資
料も前と同じような形で出力できます
し、スムーズに運用を始められました」
（管理部 課長代理 山本さと子氏）

　導入の成果
営業部が直接スパカクから
販売データを確認可能に
手作業の撤廃で、管理部の
残業や出荷ミスを大きく削減
カスタマイズと生産管理・販売管理
間のデータ連携を行ったうえで、本稼
働を開始。営業部、管理部、製造部そ
れぞれがスーパーカクテルを活用して
います。
「スーパーカクテルになって、営業担
当者が自分で販売データに直接アク
セスできるようになったのは、成果の
ひとつです。以前のように管理部が時
間をかけてシステムからデータを下ろ
して資料をつくる必要がなくなったの
は大きいですね。
またスーパーカクテルは、経理部門
で使用している会計システムとも連

生産管理・販売管理システムをスパカクに統一
手作業によるミスやトラブルがなくなり、
営業効率化も進んだ

10-11_vol26_事例02.indd   10 2025/12/09   15:03
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携。自動的にデータが連携されるの
で、銀行の入出金などの手動入力もな
くなりました。これにより、残業時間を
大きく削減できました。在庫管理の面
でも、スーパーカクテル導入後は手作
業による確認が減り、出荷ミスが減少
しました」（山本氏）
そして、運用開始から10年が経った
頃、ITSの提案でバージョンアップを
実施することに。インボイス制度への
対応などのため、経済産業省の「IT導
入補助金」を一部活用しました。この
タイミングで、支店や工場を含む社内
各部署からカスタマイズ要望なども集
約。それを受けてITSが1年ほどかけて
開発を行い、2023年7月に本稼働に至
りました。

見積書作成機能や賞味期限切れ
管理機能で、ミスやトラブルが減少
販売データをもとにした
資料作成もさらにスムーズに
今回のバージョンアップでは、営業
部での見積書作成機能についてもカ
スタマイズが行われました。
「今までは、営業部がExcelで作成し
た見積書を管理部が受け取り、手動で
単価登録をしていました。価格改定の
時期にはその作業が集中するので、少
なからず入力ミスが発生。登録作業に
時間がかかったり、営業担当者が見積
書を管理部に共有するのを忘れて、単
価登録が遅れるケースもありました。
今回、見積書作成機能をつくっても

らったことで、営業部がシステム上で
作成した見積書の内容に合わせて、
単価も登録される仕組みに。価格改定
の期日まで画面上で設定できるよう
になりました。管理部での入力の手間
も、ミスもなくなり、大きな業務改善に
つながっています。
出荷期限管理の機能も追加しまし
た。当社では、残りの賞味期限が短い
商品は出荷しないルールを設けてい
ますが、まれにチェックが漏れて出荷
されるケースがあったんです。 その点
もバージョンアップを機にスーパーカ
クテルで管理するようにしたので、ト
ラブルが減りました」（塩谷氏）
加えて、販売データの検索性や資料
作成のしやすさが向上し、営業部の業
務効率化につながったことも、バージョ
ンアップのメリットだったのだとか。
「データの検索・抽出がしやすくな
り、前年実績や年間売上順位などもす
ぐに一覧にできるので、そのまま資料
として活用できます。営業担当者の資
料作成の効率が上がり、営業活動に
充てられる時間も増えたと思います」
（山本氏）

　今後の展望
きめ細やかな対応のITSに評価
今後はスパカクを原価管理・
品質管理にも活用へ
同社は今後、スーパーカクテルを原
価管理や品質管理にも活用する意向
を持っているといいます。

「当社の商品は、パン粉だけで200
種類ほど。パンの種類や粉の形状、粗
さ、量目、包装形態の違いなどで枝分
かれしているので、アイテム数がとて
も多く、原価・品質管理に難しさを感
じています。原材料の仕入れはもちろ
ん、中間製品やレシピの管理などもシ
ステム上で的確に行えるようにしたい
と思っています。これまでもそうでした
が、ITSには他社での課題解決事例な
どをもとに、さまざまな提案をしてもら
えるとありがたいですね」（辻氏）
インタビューの最後に、10年以上の
お付き合いとなるITSへの評価を伺い
ました。
「今回のカスタマイズも、きちんと計
画を立ててもらえましたし、SEの対応
も良いですね。見積書のレイアウトに
しても、『あまり今までのものを変えた
くない』という私たちの要望に応え、細
かい点までわがままを聞いていただき
ました。
その後も、トラブルがあればすぐ対
応していただいています。売って終わ
りではなく、メンテナンスもしっかりし
てくれているITSには、いつも助けられ
ています」（山本氏）

システム構成

購買管理

発注

入荷

仕入

買掛管理

買掛

支払

債務管理

販売管理

見積書作成機能

出荷指示

受注

出荷

売上

ハンディターミナル会計システム

販売・購買統計

ＥＵＣ統計（Excel連携）

統計

在庫統計

製品在庫

入・出庫

倉庫間移動

棚卸

在庫管理

追加機能…

追加導入サービス…

売掛管理

請求

売掛

回収

債権管理

（写真左）管理部 課長代理 山本さと子 様　
（写真中央）管理部 次長 辻憲仁 様
（写真右）本社製造部 副工場長 塩谷博史 様
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こんにちは、澤です。
生成AIの話題が出ない日はありませんね。多くの経営者が生
成AIに全振りすることを表明していますし、ビジネスだけではな
く教育の現場でも「生成AIありき」で考え直すことが強く求めら
れています。そんな状況であることはわかっているけれど、実は
使い方がよくわからないという方も多いのではないでしょうか。
「とりあえず、ChatGPTのアプリは入れてみたけど、何を聞け
ばいいのかわからないし、セキュリティも心配だし・・・」
そんな風に考えている方もいらっしゃいますよね。
今回は、ボクの体験談も紹介しつつ、「いまさらきけない」生

成AIとの付き合い方についてお伝えしてみましょう。

ボクは1993年に文系大学卒業後に
プログラマになるという、当時としては変わったキャリアを選択

しました。まだインターネットが世の中に登場する前のことでした
し、パソコンを所有している人もごく少数だった時代です。「よく
わからんけど他の人とは違うキャリアを選ぼう」って思ってプログ
ラマになってはみたものの、とにかく用語もさっぱりわからず、最
初の2年は苦労だらけでした。ボクが社会人3年目に入った1995
年にWindows95がリリースされ、一気にインターネットの世界が
人類に解放されました。
これはボクにとって最高のチャンスでした。なにせ、全世界が初
心者になったんですからね。もちろん、インターネットそのものを
作り出す側だった「つよつよエンジニア」や、最初からある程度の
技術的な背景が分かっているIT界隈の人はいました。
しかし、そんな人たちもあらゆるビジネスがアップデートされ
た「インターネット時代」は知らないのです。なんなら、IT業界の
人間にも「インターネットがビジネスの基盤になることはない、
せいぜい趣味の世界でとどまる」なんて言ってる人もいました。 
あの人元気かな～・・・（遠い目）

さて、ボクは何をしたかというと、当時としてはかなりハイス
ペックなパソコンをローンで購入しました。
（最初に買ったパソコンは当時通販専門で販売していた
「Gateway2000」という会社のものでした。懐かしい！）
そして何をしたかというと・・・夜な夜なネットサーフィンです！
(笑)とにかくいろーんなサイトを見て回りました。
手あたり次第、のべつ幕なし、むやみやたらにいろんなサイト

を見て回りました。日本語のサイトはまだそれほど多くなかった
ので、英語のサイトも辞書片手に見て回ったりしましたね。
SNSなんてまだ存在しない時代でしたが、その前身ともいえ

る「ニフティサーブ」というパソコン通信サービスを毎日眺め
て、時々コメントもしてみたりしました。また、ニフティサーブ内
の「売ります・買います」のフォーラムで、中古の電子ピアノを購
入したこともあります。メルカリのようなサービスもなく、いろい
ろ手探りで交渉した記憶があります。
さて、こんな感じでやってたことは「いまならだれもが既存
サービスでできること」です。パソコンやスマホで、アプリ経由で
できることばかり。でも、当時はそのような環境がまだ整ってい
ない中、あれこれ試行錯誤をしながら楽しんでいました。
結果として何を得ることができたかと言えば、ポンコツエンジニ

アだったボクが「なんとなくネットに詳しい人」というタグが付い
て、「教わる側（というより足を引っ張る側）」から、「教える側」に
回ったのです。まだ、世の中に情報がそれほど整っていないときこ
そ、とにかく試してみるのが大事、というのがボクの持論です。

「いや、だから、何すればいいかが分からないんだってば！」と
いう人もいますよね。あるいは「ChatGPTに訊いても、思った答
えを返してくれないんだよ！」って怒ってる人もいるかもしれま
せんね。そんな人にいくつかのアドバイスを。

生成AIは、今までのITツールとは全く別物
と思って付き合いましょう。そして、とにかく「会話によって答
えを引き出す相手」と考えてやり取りしてください。つまり、「正
しいコマンドを使って正しい答えを引き出す」のではなく、「あ
れこれやり取りしている中で、自分の考えをまとめていく」と
いうアプローチの方がハードルが低いでしょう。そして、人間に
とっては無茶な依頼も、生成AIには朝飯前のものばかりです。
（生成AIはごはん食べないけど）
例えば、あなたは化粧品の商社に勤めている社員で、新規事

業に関するアイディアを考えなくてはならないとしましょう。生成
AIにアイディアを出してもらうときの質問文（これを「プロンプ
ト」といいます）は、まず下記のようなものを思いつきますよね。
「私は化粧品の商社につとめています。新規事業のアイディア
を考えてください」
ここに一工夫加えます。

連載コラム第2回
働き方の再定義 ～なりたい自分になるためのヒント～

生成AI、どう使えばいいの問題
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「私は化粧品の商社につとめています。新規事業のアイディア
を100個考えてください」
このように、人間なら嫌がられるような「膨大な量の依頼をす

る相手」としては、生成AIは最高のパートナーです。ちなみに、こ
のプロンプトに対して、ChatGPTは10個ずつカテゴリに分けて1
分とかからず提案してくれました。

何か依頼するなら100個単位。
これを覚えておくだけでも使い方はだいぶん変わってきま
す。もちろん100個がすべて高品質な回答であるとは限りませ
ん。ただ、人間が100個出したらはるかに時間がかかるし、だん
だん考えるのに疲れてきて30個くらいは同じようなアイディア
になってしまいそうです(笑)
100個の中から、経営陣向けにプレゼンするのに適しているも

のを選んでもらうこともできます。

さらに
「AI肌診断と定期配送サービスを実装しているブランドは？」
「ARメイク試着アプリをすでに出しているブランドは？」
こんな風に質問を重ねていきます。ポイントになるのは、AIか

ら出てきた文言をそのまま受け取るというよりも、思考のきっか
けを得ていると思うことです。生成AIは、相談相手として扱うの
が一番。そして、とにかくマメに問いかけることを習慣化する。こ
れに尽きるかなと思います。
プラットフォームごとに、ちょっと特性はあります。ボクは同じ
問いをGeminiとClaudeにも投げています。ちょっとずつ回答が
違うことを体験しておくのも、後々生きるかなと思っています。
ボクがネット黎明期にやっていたネットサーフィンにあたるの
が、このようなやり取りだと思っています。
まずはここからスタートで十分です。いろんなサービスが整っ
てきたときに、「ある程度さわった経験がある」というのが大き
な武器になる可能性はかなり高いと思ってます。
正しいプロンプトの書き方を調べるより、思ったことをとにか

く投げてみる。そして、AIとの対話に慣れておく。
今はこれが一番大事なんじゃないかなと思っています。
そして、できれば課金しましょう！やっぱり、課金して得られ

る体験はレベルが違います。ボクも、インターネット時代の幕開
けと同時にパソコンを買ったことがキャリアの明暗を分けたと
思っています。最上レベルでなくてもOKです。自己投資と思える
人が、結局はあとで得をします。
まだ、生成AIは黎明期。
あれこれ考えず、まず始めましょう！

元・日本マイクロソフト株式会社業務執行役員。
マイクロソフトテクノロジーセンターのセンター長を2020年8月まで務めた。
DXやビジネスパーソンの生産性向上、サイバーセキュリティや組織マネジメント
など幅広い領域のアドバイザーやコンサルティングなどを行っている。
複数の会社の顧問や大学教員、Voicyパーソナリティなどの肩書を持ち、「複業」の
ロールモデルとしても情報発信している。また、ファッションや美容、自動車などの
インフルエンサーたちとも積極的に共創活動を行っている。

執筆者

株式会社圓窓
代表取締役

澤 円氏
さわ まどか
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主　催 株式会社内田洋行

生成AI・フードテック・セキュリティ・業界動向・BCP・原価管理・

品質管理・トレーサビリティ・基幹業務・受注業務・在庫適正化・

ペーパーレス・マーケティング /ブランド戦略

開催日 セミナーテーマ

参加無料・事前申込制（2026年2月初旬より申込開始予定）参加方法

2026 4/14 〈Tue 〉 4/30 〈Thu 〉

https://www.uchida.co.jp/system/f-itfair/申込
URL

I T の 力 を 食 品 業 の 力 に

食品業の課題解決セミナーを15 本以上オンデマンド配信
開催期間中いつでもご視聴いただけます

※ セミナー内容はやむを得ず変更となる場合がございます。
最新情報はウェブサイトをご確認ください。

協　賛 株式会社内田洋行ITソリューションズ

食品 IT フェア
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女性を中心に流行している麻辣湯（マー
ラータン）、皆さんはチャレンジされまし
たか？ 私は流行先取り（？）で３年前く
らいから時々通っていたのですが、最近
は爆発的にお店が増え、徒歩圏内に２つ
もお店ができたので、週１ペースで食べ
に行くほどハマりました。SNSでの自宅
レシピ動画も多く流れて来ますし、イン
スタントの麻辣湯まで見かけるようにな
り、駆け出し時代からのファンとしては
嬉しい限りで見守っています。(F.I)
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TEL：03-6773-7538
https://food.uchida-it.co.jp
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